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ｳｫｰｷﾝ ｸ大゙会に

170 人

’９１

10 月

「あっかし山奥州 合戦記念・第４回町民ウ

ォー キング人会」 は９月21日。町・町健康づ

くり推進協議会主催で行われ。あいにくの雨

咬様にもか かわら ず町内 外から約170 人が参!JII

し まし た。

役場 前駐 車場 で開会式 を行-･たあ と、厚樫

山山 唄をめ ぎして元気よ くスタート。 参加者

の皆さんは途中、冷 たい水 での どを潤し なが

ら、片道5k・の道のりを約 １時間 半かけ て歩

きました。



年度決算(一般会計) 歳　入

四
十
四
億
三
千
三
百
九
十
万
円

平成２年度　 決 算 報 告
９月定例議会で、平成２年度 一般会計と特別会計の決算が認

定されました。決算とは一定期間内における収入および支出の

総実績を明らかにすることで、町民の皆さんが納めた税金はい

くらか、その税金はどのように使われたのか、そのあらましを

兒てみましょう。

平成２年度の一般会計の決算額は、歳入が44 億 3.3 万円。

歳出 が43 億 2.7 万円で､歳入歳出とも前年度と比較してｎ億円

を越す伸びとなりました。実質取支額１億605万円から地方自

泊法第2  条の2の規定による基金繰入額5.4 万円 を差引いた

額〔5.2 万円〕が平成3年度に繰越されました。

町税の内訳

▲快適 で住みよい町づくり｛小林住宅団地｝ ▲将来を担う人材育成｛籐田幼稽国｝



グラフで見る 平成２歳　出
四
十
三
億
二
千
七
百
八
十
五
万
円

〈特 別 会 計 決 算〉

･つ圃民健康保険特別会計

歳　入　7 億7,300万円

歳　出　6  他 6 , 992万円

○老人保健特別会計

歳　人　5  億 4 ﾕ 万円

歳　出　5 億4.120万円

○貝田簡易水道特別会計

歳　人　　　1  , 366万円

歳　出　　　l,  引 2万円

○育英特別会計

歳　人　　　　554 万円

歳　出　　　　526 万円

し｣公共下水道事業特別会計

歳　人　1  他 1 ､ 080万円

歳　出　 日 意 9361万円

.⊃渇水対策施設特別会叶

歳　入　　　3.954 万円

歳　出　　　3.518 万円

〈財産区会計決算〉

○入山財産区特別会計

歳　人　　　　851 万円

歳　出　　　　826 万円

C一腰田財産区特別会計

段　入　　　　30 万円

歳　出　　　　21 万円

〇大木戸財産区特別会計

歳　人　　　　29万円

歳　出　　　　17万円

･⊃石毋田財産区特別会計

歳　人　　　　77万円

歳　出　　　　53万川

Ａ福祉と鰒康の町づくり（驛田保育所遷動会） ▲活力ある町づくり（町匁要覧・破光パンフレット）



水道事業決算額

収
　

益
　

的
　

収
　
支
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収
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支
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資

本

的

収

支

� 収
入
�
支
　
出

営 業 収 益 �一 億 4 , 299万円

営 業 外 収 益 �152 万円

計 �１億5.451万円

営　 菜 費　用 �一 億 1.5 万円

営 業 外 費 用 �1  .246万円

計 �１億2.829万円

針 � ｏ円

建 設 改 良 費 �3.942 万円

企 業 債償還 金 �376 万円

計 �4.  引 8万円

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額
4.318万円は、建般改良積立金3.8 万円、

減債禎立金376 万円及び当年度消費税資本

的収支調整額114 万円で補てんした。

一 般会 計

決算額(歳出)の推移

１人当たりでは

入ってくるお金や侠わ

れるお金を。町民一人当

たりで割ってみるとどう

なるでしょう。（一般会

計の場合）

(人口は、平成２年３月31

日- ｰ 2.035人)

歳

入

町　　民　　税 固 定 資 産 税 地 方 交 付 税

特別土地保有税 軽 自 動 車 税 町 た ば こ 税

2 5 . 4 6 円 2 8 .  2 ｰ 0 円 ｰ 4 2 . 3 5 4 円

２ ４４ 円 １，０４ １円 4 . 3 0 5 円

歳

出

商　　工　　 費 土　　木　　費 総　　務　　費 教　　育　　費

民　　生　　費 公　　債　　費 農 林 水産 巣費 衛　　生　　費

3 6 . 8 4 3円 4 3 . 8 8 9円 5 6 . 2 0 7円 7 9 , 9 9 円

ｰ 4 . 5 6 8 円 ｰ 6 . 4 9 6円 2 2 , 3 2 9円 3 3 ｺ 0 7円



鈴
木
伴
治
議
員

逝
　
　

去

故鈴木伴 治議貝

荊
気
の
た
め
公
立
藤
田
病
院
に
入

院
加
療
中
の
鈴
木
伴
治
議
員
は
、
去

る
九
月
二
十
八
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
議
八
は
昭
和
六
十
二
年
当
選

以
来
、
二
期
五
年
に
わ
た
り
産
業
常

任
委
員
会
に
所
属
、
現
在
副
委
員
長
、

大
枝
学
校
組
合
議
員
、
議
会
選
出
国

見
町
農
業
委
員
、
更
に
企
業
誘
致
特

別
委
員
を
歴
任
、
円
滑
な
る
議
会
運

営
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
大
枝
小
学
校
改
築
事
藁
に
尽

力
さ
れ
、
あ
の
よ
う
な
立
派
な
校
舎

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま

し
た
。
又
水
害
対
策
と
し
て
滝
川
、

阿
武
隈
川
両
提
防
の
増
強
更
に
は
堪

水
防
除
事
業
に
も
努
め
ら
れ
、
着
々

と
実
硯
さ
れ
る
な
ど
、
町
政
の
伸
展

と
地
域
の
発
展
の
た
め
に
多
大
の
貢

献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
故
鈴
木
伴
治
議
員
の
功

績
を
た
た
え
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
委
員

に

野
村
和
夫
さ
ん

んさ大和ｔ升事
Ｊ

こ
の
た
び
．
任
期
満
了
に
よ
る
国

見
町
教
育
委
貝

に
、
野
村
和
夫
さ
ん

（
6
0歳
）
－

小
坂
字
板
橋
二
四
＝
か

九
月
定
例
町
議
会
の
同
意
を
得
て
再

任
さ
れ
ま
し
た
．

任
期
は
平
成
三
年
十
月
一
口
か
ら

四
年
問
で
す
．

大
枝
小
学
校
組
合

教
介
委
ａ

に
佐

麟
洋
一
さ
ん
｛
新
｝

監
査
委
ｎ

に
松
浦
輝
夫
さ
ん
（
再

）

こ
の
た
び
、
国
見
町
梁
川
町
大
枝

小
学
校
組
合
教
育
委
員
に
佐
藤
洋
一

さ
ん
（
5
2歳
）

―
西
大
枝
宇
原
鍛
治

二
三
―
、
同
監
査
委
員
に
松
浦
輝
夫

さ
ん
（
6
5歳
）
Ｉ
西
大
技
宇
堂
ノ
前

六
〇
Ｉ
か
、
同
組
合
謎
貝
の
同
意
を

得
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
三
年
十
月
一
日
か
ら

四
年
川

で
す

。

佐藤洋‥さん松浦輝夫さん

人
権
擁
護
委
員
に

鈴
木
キ
ヌ
さ
ん鈴木キヌさん

こ
の
た
び
。
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
の
委
嘱
を
う
け
鈴
木
キ
ヌ

さ
ん
（
5
8歳
）
‐

川
内
字
小
又
二
〇

Ｉ
が
平
成
六
年
九
月
ま
で
の
三
年
間
、

人
権
擁
護
の
た
め
尽
力
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

人
権
か
浸
さ
れ
な

い
よ
う
努
め
る

と
と
も
に
、
困
り
ご
と
。
悩
み
ご
と

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

すてきな名称をご提案ください

町民の皆さんに愛され親しまれる施設づくりを基本に、平成６年j1月オープンを月指して着工された（仮

称）r 国見町観月台公園文化センター亅 の名称をご提案ください．

ご家族皆さんで相談をしながら考えた．たくさλのご提案をお待ちしています．

応　　募　　要　　領

◇応募期間

平成３年10月15日～11月14日

◇応募様式

官製はがき、または国 見町役場・町公民館・動労者体膏センター・森江

野町民センター備え付けの「応募用紙」をご利用ください。

◇応募案（名称）の決定

応募案はふるさと創生事業懇鮫会で検討し、決定させていただきます。

◇応募先

国見町大字藤田宇一丁田二．２のＩ

国見町役場企画商工踝企面調整係

はがき(うら)



い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

敬
老
会
で
長
寿
を
祝
う

町
敬
老
会
が
九
月
十
一
日
、
約
七

百
人
が
出
席
し
、
町
民
体
育
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

冨
永
町
艮
の
あ
い
さ
つ
に
統
い
て

賀
寿
や
畏
寿
者
表
彰
。
寿
座
布
団
贈

呈
な
ど
か
行
わ
れ
た
あ
と
、
大
木
戸

小
五
年
の
高
橋
幸
恵
さ
ん
と
大
枝
小

六
年
の
鈴
木
智
子
さ
ん
か
作
文
を
発

表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
落
語
家
橘
家
圓
蔵

師
匠
の
健
康
づ
く
り
公
演
会
か
行
わ

れ
、
会
場
に
は
笑
い
の
渦

が
広
が
っ

て

い
ま
し
た
。

橘家圓蔵師匠

国
保
健
康
世
帯

国
保
健
康
老
人
を
衣
彰

平
成

二
年

度
中

｛
平

成
二
年

四
月

一
日

か
ら
平

成
三

年
一
｝．
月
三
十

一
日

）

に
、

一
度
も

診
療

を
受

け
な
か

っ
た

健
康

世
帯

と
健

康
老
人

の
豪
彰

式

が

十
月
三
日
、
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
口
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
五

十
四
世
帯
の
健
康
世
帯
と
、
六
卜
人

の
健
康
老
人
で
、
こ
の
方
々
に
共
通

し
て
い
え
る
こ
と
は
、
常
に
健
康
に

対
す
る
自
寛
と
、
自
分
に
適
し
た
健

康
法
を
も
ち
。
実
践
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

一
人
ひ
と
り
か
『
自
分
の
他
康
は

自
分
で
守
る
』
習
慣
を
身
に
つ
け
た

い
む
の
で
す
。

ま
た
、
表
彫
式
の
後
、
福
鳥
県
保

健
衛
生
協
会
第
二
診
療
所
畏
の
冨
旧

健
光
生
の
［
肺
か
ん
］
を
テ
ー
マ
と

し
た
健
康
講
演
会
か
開
催
さ
れ
、
ス

ラ
イ
ド
を
使
用
し
た
わ
か
り
や
す
い

説
明
に
、
受
講
さ
れ
た
方
々
は
、
最

近
増
加
の
傾
向
に
あ
る
肺
か
ん
に
対

し
て

】
層
知
織
を
深
め
ま
し
た
、

健

康

世
帯

（

敬

称
略

）

口

十
】こ
年

連
続

枇
帯

（
一
世

帯
）

▽
吉

田
タ

カ

（
貝

田
）

口

八

年
連

続
世

帯

（
一
世
帯

）

▽

大
竹
竹

夫

（
本
町
）

「
」
七
年
連

続
世

帯

【

】
世
帯

）

▽

上
沢

芳
正

（
大

木

戸
）

口

六
年
連

統
世

帯

《
二
世
帯

）

▽
菊
地
あ

さ

子

（
大

町
南
）
　

▽
鴨

田

驚
雄

（
小
坂

）

口

五
年
連

続
世

帯

（
六
皀
帯

）

▽
高
橋

栄
子

（
太
田

川
）
　

▽
関

本

柬

（
板

橋
）
　

▽
武

田
富

夫
｛
第
一
．一
｝

▽
松

浦
伍

郎
｛

築
舘
｝
　

▽
豊

田
掾

（
源

宗

山
西

）
　

▽
宍

戸
且
郎

｛

山

崎
宮

舘
｝

口

四

年
連

続
世

帯

二

世
帯
）

▽
瀬

戸
健

二
郎

（
駅
前

）

口

．．．
乍
連

続
歐

帯
（
六

世
帯

）

▽
新

妻
準

（
錦

町
）
　

▽
還

藤
重

蔵

（
大

町
北

）
　

▽
中
野

昇
三

（
鶉
町

）

▽
武

田
一

郎

（
泉
田
下

）
　

▽
村
上

善

衛
｛
徳
江

北

｝
　

▽
佐
藤
要

蔵

（
北

郎
）

口

二
年
連

続
世

帯
（
十

世
帯

）

▽

大
森
忠

治
郎

（
宮
町
附

）
　

▽

佐

藤

孝
男

（
石
毋
ｍ

東
）
　

▽

佐
藤

恵

子

（
小
坂

）
　

▽
高

橋
宗
一

｛
泉

剛

中

｝
　

▽
菅
野
一

良
雄

（
内

谷
ｉ

）

▽
菅
野

よ
し

子
（
内

谷
東
）
　

▽

小

幡

喜
一

（
第
三

）
　

▽
村
上

ア
キ
ェ

（
第

円

）
　

▽
佐
藤
キ

ク

（
山
岨

）

▽
佐
久
間

奉
助

（
宮
叺

）

ロ

ー
年
蹶
帯

（
二

十
六

世
弗
）

▽
羽
根
俊
一
｛
駅
前
｝
　
▽
和
泉
毒

富
（
人
町
南
）
　
▽
大
和
シ
ゲ
（
宮

町
南
）
　
▽
秦
長
蔵
（
宮
町
北
）

▽
菊
地
正
幸
（
宮
町
北
）
　
▽
佐
藤

れ
い
子
（
宮
町
北
）
　
▽
長
谷
川
昭

寿
（
板
橋
）
　
▽
鈴
木
フ
ミ
（
板
僑
）

▽
高
野
久
富
（
鳥
取
）
　
▽
田
中

八

ツ
（
第

二
　

▽
八
巻
栄
夫
（
徳
江

北
）
　
▽
森
林
喜
助
（
第
七
）

▽
大
波
健
（
第
九
）
　
▽
村
上
文
雄

（
第
九
）
　
▽
佐
野
正
光
（
第
九
）

▽
菊
地
義
春
（
第
十
）
　
▽
菊
地
順

偉
（
第
十

二
　

▽
菊
地
ヱ
イ
（
第

十

二
　

▽
八
巻
イ
ト
（
第
十

．
）

▽
佐
久
間
衛
（
第
十
二
）
　
▽
佐
久

間
キ
イ
（
第
十
二
）
　
▽
長
谷
川
泰

造
｛
大
木
戸
｝
　
▽
玉
手
正
造
（
中

部
）
　
▽
佐
久
間
マ
サ
イ
（
ｈ

野
）

▽
伊
藤
勉
（
山
崎
沢
田
）
　
▽
佐
久

間
明
静
（
山
崎
沢
田
）

▲触康世帯・健康老人表彫式

健
康
老
人
（

敬
称
略
）

▽
後
藤

マ
ツ

（
錦
町

）
　

▽
新
妻

準

（
錦

町
》
　

▽
後
藤

ヨ
テ

（
人
町
南

）

▽
後

藤
治
平

（
大
町
南

）
　

▽
平

舘

き
よ

子
（
大

町
北
）
　

▽

秦
ミ
サ

ホ

（
宮
町

北
）
　

▽

秦
長
蔵

（
宮
町
北

）

▽
笠

原
新

太
郎
（
石

母
田
北

）

▽
菊

地
ア
キ

（
石
母

田
原
）
　

▽
松

浦
従

子
（
石

母
田
原

）
　

▽
村
井

庄

慊

（
石

母
ｍ

原
）
　

▽
松

浦
権

治
郎

（
石
ほ

田
西

）
　

▽
高
橋

キ
ヨ

（
山

崎
北

）
　

▽
浅
野
ユ

イ
（
滝

山
）

▽
渡
辺

ミ
ヨ

（
滝

山
）
　

▽
吉
田
（

ル

（
山
崎
舘

）
　

▽
岡
本

真

策
（
小

坂
）
　

▽
渡
辺
セ

ン
（
太

田
川

）

▽

朽
木
勝

夫
（
前

田
）
　

▽
高

檎
宗

一

（
泉
田
中

）
　

▽
小

野
寺
テ

ル

（
泉

田
中

）
　

▽
佐
藤
ヨ

シ
イ

（
泉

田
中

）
　

▽
田

中
ハ
ツ

（
第

こ

▽

佐
久
間

ヱ
ツ

（
第
二
）
　

▽
佐
久

間

八
郎

（
第
二
）
　

▽
小
幡
喜

一

（
第

三
）
　

▽

武
田
フ

ミ
（
第

三
）

▽

斎
藤
リ

ン
｛
第

四
｝
　

▽

斎
藤
イ

ネ

（
徳
江

北
）
　

▽
佐

藤
充
作

（
第

七

）
　

▽
村
上

カ
ネ
｛

第
九
｝

▽

村
上
正

夫
（
第

九
）
　

▽
菊

地
ヱ

イ

（
第

十

二
　

▽
佐
藤

龠

治
（
第

十
二

）
　

▽
佐
久

聞
一

衛
（
第

十
二

）

▽

大
槻
清

（
貝
田

）
　

▽
松
田

タ
ケ

ヨ

（
貝
田

）
　

▽
還
藤

フ
ク

（
光
明

寺

）
　

▽
阿
部

ク
ラ
｛
人

木
戸

｝

▽
忍

い
『
”
を
（
人

木
戸

）
　

▽
阿
部

正

男
（
人

木
戸
）
　

▽
佐

藤
キ

ク

（

山
根
）
　

▽
佐

藤
カ

メ
ヨ

（
原

町

）

▽
擂

沢

吉
則

《
並

柳
）
　

▽

瀬
戸
ミ

チ

（
中
部

）
　

▽
佐
藤
豊

太

（
北
部

）

▽

鈴
木
フ

サ
ノ

（
川
内
）
　

▽
幕
田

種

雄
｛
宮

東
｝
　

▽
佐

久
間
明

静

（
山
崎

沢
田
）
　

▽
阿

部
広
志

（
山

崎
小

舘
）
　

▽

高
檎

政
太
郎

（
山
崎

沢
田
）
　

▽
瀬

戸
寿
郎

（
上

野
）

▽
佐
久
間

マ
サ

イ
（
上

野
）
　

▽
黒

岩

吉
武

（
源
宗

山
北
）
　

▽
菊
地
キ

ヨ

ノ
（
石

母
田
東

）
　

▽
熊

坂
曹
寿

（
内

谷
東

）
　

▽
玉

手
正
造

（
中
郎

）

▽
村

上

ア
キ
エ

（
第
四

）
　

▽
菊
地

キ

チ
（
第

十
）
　

▽
中

野
勇

（
鶉
町

）



町民

ウ ォーキング大会

役 場←⇒厚樫山

９月21 日

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に

参
　

加
　

し
　

て

万
歩
計
を
友
達
に

奥
山
美
津
子

健
康
と
は
足
か
ら
…
…
つ
ま
り
背

筋
を
伸
ば
し
、
叭
歩
き
か
奨
励
さ
れ

て

い
ま
す
か
、
私
は
今
回
町
の
健
康

づ
く
り
推
逃
事
業
の
一
つ
「
町
民
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
人
会
に
に
、
初
め
て
参

加
し
ま
し
た
。

私
は
。
保
健
課
で
あ
っ
せ
ん
し
て

下
さ
っ
た
万
歩
計
を
買
い
求
め
、
川

発
と
同
時
に
セ

″
卜
し
、
ま
ず
遠
歩

き
で
自
分
の
ぺ
１
ス
に
合
わ
せ
、
厚

樫
山
直
を
目
指
し
ま
し
た
。
途
中
で

は
追

い
越
し
た
り
。
迫
い
越
さ
れ
た

り
。
と
き
ど
き
腰
の
友
連
「
万
歩
計
‘

を
の
ぞ
く
と
、
ず

い
ぶ
ん
歩
い
た
よ

う
で
も
四
千
歩
止
ま
り
。
登
り
坂
を

少
々
息
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
黙
々
と

歩
い
て

い
る
う
ち
、
両
脇
の
木
々
の

間
の
ア
ケ
ビ
を
見
つ
け
、
ひ
と
息
つ

い
て
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
懸
命
に
隣
の
人

と
何
や
ら
語
り
合
い
な
が
ら
、
登

。

て
家
る
。
そ
の
姿
は
、
健
康
で
笑
顏

い
っ
ぱ

り

碵
Ｌ
か
近
づ
く
に
つ
れ
、

一
人
ひ
と
り
か
足
速
に
な
る
。
や
が

て
登
り
っ
め
た
瞬
間
。
大
き
な
深
呼

吸
と
。
何
人
か
が
月
を
向
け
た
の
は

櫻
に
つ
け
て
あ
る
万
歩
糾
で
し
た
、

お
互
い
に
何
歩
か
な
、
と
歩
数
を
話

し
合
う
の
を
耳
に
し
ま
し
た
。

一
日
一
万
歩
と
口
で
は
簡
単
に
言

う
け
れ
ど
、
私
は
九
、
二
一
八
歩
で

し
た
。
こ
の
よ
う
に
歩
く
こ
と
に
関

心
を
持
ち
、
そ
の
目
標
に
常
に
我
が

身
に
万
歩
訐
を
つ
け
。
だ
れ
か
と
１‐

緒
で
な
く
と
し
、
い
つ
ど
こ
で
も
今

ど
の
ぐ
ら
い
歩

い
た
か
な
、
と
語
り

か
け
る
こ
と
の
で
き
る
友
達
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
は

小
学
生
か
ら
ハ

ト
九
歳
ま
で
の
町
民

の
方
々
か
参
加
。
完
歩
さ
れ
た
方
に

は
大
き
な
拍
手
を
お
く
り
。
歩
く
こ

と
に
よ
・
て

お
金
の
か
か
ら
な
い
継

康
法
を
尖
践
し
、
い
っ
ま
で
も
元
気

で
長
生
き
を
…
…
私
は
こ
の
万
歩
計

を
友
達
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
の
献
血
に
5
8人
が
協
力

九
月
十
七
日
、
移
動
採
血
車
一
台

が
東
町
し
、
農
協
大
枝
支
所
前
な
ど

四
か
所
で
献
血
活
動
を
行

い
、
Ｓ
人

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
’

献

血
あ
り

が
と

う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順

不
同

・
敬
称

略
）

・
印
の
方
は
四
〇
〇

に
協
力
者
で
す

《
一

般
協

力
）

小

野
八
重

子

佐
藤
　

弓

枝

松
浦

幹

男

・

阿

曽
　

信

一

商
橋

賢

一

安
孫
子
フ
ミ
子

有
賀

宇
佐

子

井
内

美
知

子

斎
藤
　

訟
Ⅲ
″

《
国

見
精
機

》

古
田
　

明

宣

●
半

沢

雅

美

松
浦
　

チ
イ

曳

地
　

智
徳

・

佐
々

木
八
五

玉
手
　
富
子

佐
藤

洋
子

佐
藤
喜
代
治

・
阿
部

洋
一

野
村
フ
ク
イ

古
田
　
義
正

阿
部
せ
っ
子

斎
藤
真
由
艾

斎
藤
　
敏
技

本
田
　
政
子

大
津
　
俊
彦

金
子
　
兼
司

秦
　

仲
子

《
国

見
タ
イ

ツ
）

巾

山
ふ
じ

子

《
国

見
町
農
協

）

熊
坂
　

チ
ェ

佐
藤
　
長
一

《
コ

ー
プ
マ

ー
ト
国

見
》

二
階
堂
修

】

阿
部
　
民
子

柵
村
あ
や
子

佐
藤

玲
子

《
藤
田

小
学
校

》

角
田

榮
子

手
塚

優
子

佐
藤

喜
夫

・
大
竹
　
秀
男

渡
辺

邦
再

池
旧
　
和
紀

《
国

見
町
商

工
会
》

佐
藤
恵
美
子

吉
田
　
ト
エ

熊
坂
　
正
Ｔ

梅
月
　
辰
也

《
国
見

町
役
鳩

》

後
藤
登
美
子

佐
藤
　

孝

佐
野
　

功

佐
廊

克
成

付
上
　
幸
平

松
浦
　
幸
雄

蓬
田

恭
子

武
田
　

智

菅
野
　
信
朗

菊
地

弘
芙

佐
久
間

茂

斎
藤
由
起
子

・
武
田

幹
夫

佐
藤
　
和
夫

次回の献血車来町予定

12 月13 日（金）

～ご協力お願いします～



募
　

集

青
年
海
外
協
力
隊

青
年
梅
外
協
力
隊
は
、
国
際
協
力

事
業
団
の
実
施
す
る
国
の
事
業
で
す
。

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
鬨
発
途
上

国
で
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
だ

今
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
を
募
集
中

で
す
。

◇
資
　
格

2
0歳
か
ら
3
9歳
ま
で
の
心
身
と
も

に
健
康
な
青
年
男
女

◇
派
遣
期
間

２
年
間

◇
派
遣
廠
種

農
林
水
産
・
土
木
建
築
・
保
健
衛

生
・
教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

約
1
5
0
種

◇
募
集
期
間

平
成
３
年
1
0月
1
5日
1
1
1月
3
0日

◇
募
集
説
明
会

1
0月
2
9日
（
火
）

午
後
６
時
半
～
午
後
８
時
哂

福
島
市
市
民
会
館

■
問
い
合
わ
せ

福
鳥
県
生
活
福
祉
部
県
民
生
活
擽

国
際
交
流
竄

魯
剛
1
1
1
1
　

内
線
2
0
7
3

事
業
主
の
み
な
さ
ん

労
働
保
険
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か

労
働
保
険
（
労
災
保
険
、
雇
用
保

険
）
は
、
労
働
者
か
労
働
災
害
や
失

業
な
ど
の
保
険
事
故
の
と
き
必
要
な

保
険
給
付
を
行
い
、
生
活
の
安
定
・

社
会
復
帰
の
促
進
、
再
就
職
の
促
進

等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
れ
ば
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
セ

ん
。ま

だ
手
続
き
か
お
す
み
で
な
い
事

業
主
の
方
は
、
労
働
基
準
監
督
署
・

公
共
職
業
案
定
所
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

福
鳥
市
霞
町
１
の
4
6

福
島
労
働
基
準
監
督
署

雪
劭
1
1
1
1

福
鳥
市
旭
町
９
の
２

福
島
公
共
職
業
安
定
所

・
‘
叫
4
1
2
1

ふ

く
し
ま

国
体

マ
ス
コ
ッ
ト
募
集

平
成
七
年
に
第
5
0回
国
民
体
育
大

会
が
、
テ
ー
マ
『
ふ
く
し
ま
国
体
』
、

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
友
よ
　
ほ
ん
と
う
の

空
に
　
と
べ
／

．
』
の
も
と
に
、
臨
島

県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

半
世
紀
を
迎
え
る
こ
の
記
念
す
べ

き
国
体
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て

親
し
め
る
大
会
と
す
る
た
め
、
『
ふ

く
し
ま
国
体
』
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
デ

ザ
イ
ン
を
募
鍛
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
団
体
な
ど
特

に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
．

◇
応
募
方
法

巾
用

紙

は
、

Ｂ
５
版

（
1
8
｀
ｘ
2
6
　
m

）
の
自

紙

を
用

い
て
く

だ
さ

９

応
募

は
一
枚

に
つ
き

一
点

と
し

ま

す

。

］
人

何
点
で

も
応
募

で

き

ま
す

か
、
自

作
・

未
発
喪

の

む

の
に
限

り
ま

す
。

ま
た
、

ぬ

い
ぐ

る

み
と

し
て
使
用

し
ま

す

の
で

、
そ

の
点

も
考
慮

し
て

く

だ
さ

い
。

ぼ
図
案

の
裏

面

に
、
次

の
こ

と
を

記
入

し
て

く

だ
さ

い
『

ア

作

品
の
簡

潔
な

説
明

４

住
所

、
氏

名

（
ふ
り
か

な
》

、

年
齢

、
性

別

。
職
業
、
勤

務
先

（
在

乍
者

は
学

校
名

。
学
年

）、

電
話

番
号

印
作
図

泌
が

あ
れ

ば
、
作

品
に
添

付
し

て
く

だ
さ

い
。

（
作

図
法

―
方

限
紙

な
ど

に
、
図
案

を
作

成
す

る
た

め
に

必
要
な

線
の
畏

さ
や
傾

き

、
円
弧

の
中

心
位
置

や
中

心
角
な

ど
を

紀
入
し

た
も

の
Ｊ

倒
作
品
は
折
り
曲
げ
な
い
よ
う
に

し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
間

平
成
３
年
1
0月
１
日
1
1
1月
3
0日

（
当
日
消
印
有
効
）

◇
審
査
・
決
定
等

第
5
0回
国
体
福
島
県
準
備
委
員
会

に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。
こ
の
場

｀
口
、
補
作
し
て
決
定
し
使
用
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
ほ
う
貪

Ｏ
最
優
秀
作
・
二

点

賞
状
及
び
剛
賞
2
0万
円
（
小
・
中

学
生
は
、
2
0万
円
相
当
の
賞
品
）

Ｏ
佳
　
作
・
八

点

賞
状
及
び
副
賞
５
万
円
（
小
・
中

学
生
は
、
５
万
円
相
当
の
賞
品
）

－

送
り
先
・
問
い
合
わ
せ

暑
虹
　
福
鳥
市
杉
妻
町
５
番
7
5号

福
励
県
国
体
準
備
局
総
務
課

壼
麁
1
1
1
1

内
線
4
3
8
6

ご
存
じ
で
す
か

検

察

審

査

会

子
ど
む
が
交
通
事
故
で
大
ヶ

ガ
を

し
た
。
で
も
、
車
を
運
伝
し
て
い
た

人
は
。
裁
判
に
も
か
け
ら
れ
ず
に
い

る
。
お
か
し
い
…
…
そ
ん
な
疑
問
に

検
察
審
査
会
は
答
え
ま
す
。

検
察
審
査
会
は
。
国
民
の
中
か
ら

『
く
じ
』
で
遡
ば
れ
た
ト

ー
人
の
検

察
審
査
員
か
、
市
民
の
目
で
、
検
察

官
か
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
か
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
杢
す
る
こ
と

を
主
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
疑
問
を

お
持
ち
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

辱
知

福
鳥
市
花
園
町
５
番
4
5号

福
島
地
方
紋
判
所
内
福
鳥
検
察
審

査
会
事
務
局

酋
劭
2
1
5
6

内
線
２
７
４

汚
れ
た
灯
具
は
清
掃
を
！

十
一
月
一
日
は
灯
台
記
念
日
で
す
。

わ
か
国
で
は
千
百
六
十
年
前
の
承
和

六
年
遣
唐
使
の
航
路
安
全
の
た
め
防

人
が
終
夜
か
が
り
火
を
た
い
た
の
が
、

灯
台
の
は
し
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
の
洋
式
灯
台
は
明
治
元
年

十
一
月
一
日
、
横
須
賀
の
観
音
崎
灯

台
に
建
設
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、
昭
和
二
十
四
年
か
ら

十
一
月
一
日
を
灯
台
記
念
日
と
し
て

い
ま
す
。
我
が
国
に
は
有
人
、
無
人

を
含
め
て
約
四
千
九
μ
糾
所
の
灯
台
、

航
路
標
識
灯
が
あ
り
、
船
舶
の
安
全

航
行
の
た
め
、
毎
月
最
低
で
も

Ｉ
～

二
回
灯
具
を
清
掃
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
ご
家
庭
の
灯
具
の
お
掃

除
は
い
か
か
で
す
か
。
清
掃
の
間
隔

は
。
使
川
場
所
、
灯
共
や
器
具
の
種

顛
に
よ

’
て
異
な
り
ま
す
が
。
２
～

３
か
月
に
一
回
の
清
掃
か
望
ま
し
く
、

た
と
え
不
便
な
場
所
で
も
一
年
に
一

度
は
済
掃
し
た
い
も
の
で
す
。

（
財

）
東
北
電

気

保
安
協
会



農
地
違
反
転
用
を

な
く
し

ま
し
ょ
う

今
月
は

『
農
地
違
反
転
用
防
止
強

化
月
間
』
で
す
．
こ
れ
は
、
農
地
を

無
断
で
転
用
し
た
り
、
許
可
内
容
に

違
反
す
る
伝
用
の
未
然
防
止
と
早
期

発
見
に
つ
と
め
、
農
地
法
の
適
正
励

行
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
．

農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
、
住
宅

地
、
駐
車
場
を
は
じ
め
、
資
材
置
場

や
道
路
．
山
林
な
ど
に
許
可
な
く
無

断
で
転
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
．

農
地
は
優
良
農
地
の
保
全
と
有
効

利
用
の
点
か
ら
、
農
地
法
に
よ
っ
て

他
の
用
途
に
転
用
す
る
こ
と
か
規
制

さ
れ
て
い
ま
す
．

農
地
を
転
用
す
る
に
は
．
一
定
条

件
の
も
と
、
県
知
事
な
ど
の
肝
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
．
杵
可
な
く
転
用

す
る
と
、
も
と
の
農
地
に
復
元
さ
せ

ら
れ
る
な
ど
厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ

ま
す
。

農
地
の
こ
と
は
、
安
易
に
考
え
た

り
、
自
分
勝
手
に
判
断
せ
ず
、
お
近

く
の
農
業
委
員
ま
た
は
町
農
巣
委
員

会
に
ご
相
鮫
く
だ
さ
い
。

優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
を

進
め
、
国
見
町
か
ら
無
断
転
用
、
違

反
転
用
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

■

問
い
合
わ
せ

国
見
町
農
業
委
員
会
事
務
局

Ｉ
剪
2
1
1
1

内
線
２
７
０

学

生

募

集

県
建
設
技
術
学
院

福
島
県
建
般
技
術
学
院
で
は
、
中

竪
建
設
技
術
者
の
養
成
を
め
ざ
し
、

次
の
要
領
で
平
成
四
年
度
（
第
1
3期

生
）
の
学
生
ｔ

募
集
し
て
い
ま
す
．

◇
募
集
期
間

平
成
３
年
９
月
１
日
～
平
成
４
年

３
月
1
0日

◇
応
募
資
格

川
原
則
と
し
て
1
8歳
以
上
2
5歳
ま

で
の
男
子

闥
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者
（
平
成
３
午
度
卒
業

見
込
み
の
者
を
含
む
）

◇
試
　
験

入
学
賦
験
は
、
指
定
日
に
当
学
院

で
行
い
ま
す

◇
経

費

Ⅲ
入
学
金
　
７
万
円

叨
教
育
費
　
2
0万
円

（
制
服

・
教
材

・
諸
経

費
）

※
授
業
料
は
．
｛
財
｝
福
鳥
県
建
設
産

業
振
興
事
業
団
が
負
担
し
ま
す

◇
教
育
期
間

１
年
問
（
平
成
４
年
４
月
～
平
成

５
年
３
月
）

◇
教
育
科
目

○
測
母
工
学

○
コ
ン
ビ

｀
－

夕

‐

工
学
　
○
土
賢
工
学
　
○
工
事

管
理

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

二
本
松
市
安
遣
ヶ
原

―
の
5
5の
１

福
鳥
県
建
般
技
術
学
院

霏
0
2
4
3
ａ
0
5
3
0

火
葬
場
使
用
料
の
無
料
化

町
で
は
、
本
年
四
月
一
日
よ
り
弔

慰
を
表
わ
す
た
め
火
葬
場
使
用
料
の

補
助
を
行
う
て
き
ま
し
た
が
、
十
月

一
日
か
ら
桑
折
町
・
伊
達
町
・
国
見

町
火
葬
場
（
三
町
火
葬
場
）
の
使
用

料
か
、
三
町
に
住
所
を
有
す
る
方
は
、

無
料
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
．1

0月

今
月
の
納
税

（
納

期
限
・：
1
0
月
3
1
日
）

町
県
民
税
（
第
三
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
三
期
）

戸籍 の窓口
（９月受 付分 ）

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会

恵梨牽(え り か)引地 友幸 源宗山東

亮( り ょ う)佐野　 功 宮 町 南

あずさ　　　　 渡邊 正巳 泉 田 中

大 樹(だ い き)山田　 正 山崎官舘

直 也(な お や)高橋 忠好 小　 坂

結婚おめでとうございます

氏　　 名

佐 藤 俊 明

佐々木 息笑子

渡 邊 岬 康

一 條 志津子

石 田 一 成

紺 野 光 江

町内会

駅　 前

脇鳥 市

錦　 町

滝　 山

白 石 市

板　 檎

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

商 檎 力 子　　81　　 内 谷 東

曳 地 純 子　　18　　 耕　 谷

吉 田 マ キ　　91　　 山 崎 舘

鈴 木 ユ　キ　　81　　 川　 内

鈴 木 伴 治　　72　　 川　 内

人 口 と 世 帯
10月１日現在(前月比)９月中のうごき

人
　
　

口

一男5  49 人(  十 5  )

一女6  靆 人 （－ １ ）

一計 Ⅱ .  瓠 3 人(  十 4  )

世帯数2.9 戸(  十 2 )

転 入20 人

転 出　16人

出　生　５人

死 亡　５人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 室 （東圃入口からお入り７・ い）

時 間 ： ９時 ～12 時

こまったことや、相談ごとがあり ましたら、

お飢軽にご 相談下 さい。秘密は絶対 に守ります。

〔相 談 員〕

10月25日（金）古田　三夫・安藤　トヨ

11月５日（木）阿部 俊恒・佐藤 八重子

11月15  日 (金）後藤　 一・谷津 智恵

10月 神無月（かんなづき）

･ 日 (金）統計の11

加 日 ( 日 ) えぴす講

24 日 (木）霜 降

Ｓ　　　　 国連の日

2611（土）原子力の日jl幽

11月　霜月（しもつき）

１日　金）灯台記念日

３日（日）文化の卩　　

１

８日（金）立 冬

９日（土）全国火災予防運動

日 ( 月）税を知る遡間J11
－･-･-.aa.. ■

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

新 8 5 ｰ 2 6 7 6
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「
子
育
て
教
室
」
開
講

幼
児
家
庭
教
育
学
級
と
し
て
、
か

ね
て
そ
の
重
要
性
か
叫
ぱ
れ
、
時
代

的
。
杜
会
的
な
要
望
に
応
え
て
計
画

を
た
て
募
集
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
た
ち
ま
ち
定
員
を
越
え
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
様
の
家
庭
教
育
に
対
す

る
熱
烈
な
お
力
添
え
の
賜
物
で
あ
り
、

あ
っ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
九
月

二
十
七
日
に
教
室
生
の
オ
リ
ェ
ン
テ

ー
シ
Ｊ
ン
を
行
い
、
開
講
式
の
た
め

の
打
合
せ
と
、
託
児
保
育
ボ
ラ
ン
テ

ｆ
ア
の
方
々
の
打
合
せ
。
保
育
活
助

を
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
も
十
九
名
の
方
々
の
ご
協
力
を

得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
も
本
当
に
有
難

い
こ
と
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
保
育
用
遊
其
の
ご
寄
贈
を
お
願

い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
。
ブ
ラ
ン
コ
を

は
じ
め
多
く
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
紙
上
を
か
り
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

十
月
四
日
、
乍
後
一
時
半
ニ
ト

ー
名

の
教
室
生
出
席
の
も
と
開
講
式
を
行

い
、
二
時
よ
り
醸
芳
中
学
校
の
大
齦

栄
治
校
長
先
生
の
ご
搆
演
を
い
た
だ

き
、

『
子
育
て
教
室
』
の
中
で
、
幼

児
期
の
教
育
の
重
大
性
を
認
識
し
て

熱
心
に
学
習
し
よ
う
と
、
教
室
生
一

同
改
め
て
意
欲
を
た
か
め
、
期
待
に

胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
実
の
あ
る
聞
講

式
を
終
り
ま
し
た
。
町
民
の
み
な
様

か
ら
も
絶
大
な
ご
支
援
と
ご
指
導
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▲熱心に聞き入る受講者の皆さん

茶
道
ク
ラ
ブ
ニ
十
年

私
た
ち
の
茶
道
ク
ラ
ブ
は
、
甲
成

三
年
九
月
を
も
っ
て
発
足
一
一
十
年
を

迎
え
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
十
月
三
日
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
細
や
か
な
記
念
茶

会
を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
秋
晴
に
恵
ま
れ
、
町
長
さ

ん
、
郎
長
さ
ん
、
同
好
の
お
友
達
十

名
ほ
ど
ご
招
待
し
て
会
員
手
づ
く
り

の
点
心
を
差
し
上
げ
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
て
一
期
一
会
の
一
時
を
過
し

ほ
ん
と
う
に
楽
し
い
記
念
行
事
と
な

り
ま
し
た
．

現
在
は
会
員
十
名
ほ
ど
で
す
か
、

三
瓶
先
生
の
ご
拑
導
の
も
と
心
新
た

に
茶
道
の
『
形
よ
り
も
思
い
や
り
』

の
心
と
会
員
相
互
の
心
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
な
が
ら
お
け
い
古
に
励

み
た
い
と
思

い
ま
す
．

間
も
な
く
着
工
さ
れ
る
文
化
セ
ン

タ
ー
に
は
立
派
な
茶
室
も
で
き
る
と

の
こ
と
、
そ
の
完
成
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
．

杵
々
様
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
入

会
下
さ
い
ま
せ
．
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
．
　
　
　
　
　
　

奥
山

ン
マ

▲茶道クラブの皆さん

優
勝
　

滝
川
チ

ー
ム

町
長
杯
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
大
会

第
十
回
町
長
杯
争
奪
ナ
イ
タ
ー
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
九
月
三
日
か

ら
二
十
五
日
ま
で
、
県
北
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
天
候
が
悪
く
、
予
定
日

を
順
延
し
な
が
ら
の
賦
合
で
し
た
か

決
勝
戦
は
。
秋
の
夜
冷
気
漂
う
中
、

熱
戦
を
展
開
、
堂
々
滝
川
チ
ー
ム
か

優
勝
を
果
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝
　

滝
川
チ
ー
ム

準
優
勝
　

宮
町
チ
ー
ム

第
三
位
　

耕
谷
チ
ー
ム

大
技
チ
ー
ム

町
長
杯
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会

第
九
回
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
は
、
十
月
三
日
、
公
民
館
広

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
爽
や
か
な
秋
日
和

で
、
大
会
畏
冨
永
町
長
の
あ
い
さ
つ

前
回
優
勝
し
た
山
崎
Ｂ
チ

ー
ム
の
佐

藤
和
次
さ
ん
の
力
強
い
選
手
宣
誓
な

ど
か
あ
り
試
合
か
闘
始
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
各
地
区
の
精
鋭
十
五
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
リ
ー
グ
職
の
の
ち
決

勝
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
い
、
老

人
パ
ワ
ー
・
フ
ル
回
転
。
激
戦
の
末

藤
田
第
二
艮
寿
会
チ
ー
ム
か
栄
誉
の

町
長
杯
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

麟
田
第
二
長
寿
会
チ

ー
ム

準
優
勝
　
あ
ぶ
く
ま
Ｂ
チ
ー
ム

第
三
位

森
山
Ａ
チ
ー
ム

山
崎
・長
寿
会
Ｂ
チ
ー
ム

自
然
に
親
し
む

成
人
学
級

成
人
学
級
で
は
去
る
九
月
二
十
六

日
、
二
十
二
名
か
参
加
し
て
、
阿
津

賀
志
山
周
辺
の
草
花
の
分
布
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
．

心
配
さ
れ
た
天
候
も
山
へ
着
く
頃

は
雨
も
上

が
り
、
予
定
さ
れ
た
コ
ー

ス
で
実
施
し
ま
し
た
．

講
師
は
元
福
島
県
立
福
鳥
高
等
学

校
長
の
折
笠
常
弘
先
生
で
．
私
た
ち

か
知
ら
な
か
っ
た
植
物
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
に
つ
い
て
、
本
当
に
て
い
ね
い

に
ご
説
明
．
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
．

ふ
だ
ん
名
前
を
知
ら
な
い
た
め
に
、

植
物
を
見
る
目
．
見
る
心
の
足
り
な

か
っ
た
私
た
ち
は
、
先
生
の
ご
指
導

に
よ
り
い
く
ら
か
で
も
名
前
を
覚
え
、

地
城
の
植
物
に
対
し
て
理
解
と
関
心

を
持
つ
こ
と
か
で
き
、
大
へ
ん
有
意

義
な
学
習
会
で
し
た
・

▲自然に親しむ…成人学級



阿
津
賀
志
学
級
研

修
旅
行

村

上

新

吉

待
ち
に
待
っ
た
、
今
年
度
阿
津
賀

志
学
級
の
研
修
旅
行
は
、
去
る
九
月

五
日
、
六
日
、
の
両
日
。
バ
ス
二
台

を
連
ね
、
い
わ
き
浜
通
り
方
面
に
出

発
し
ま
し
た
。

第
一
日
目
は
、
残
暑
か
厳
し
く
、

車
か
ら
一
歩
外
に
出
る
と
、
う
む
れ

る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
か
、
車
内
は

ク
ー
ラ
ー
か
適
度
に
調
整
さ
れ
、
さ

わ
や
か
な
環
境
で
と
て
も
快
適
で
あ

り
。
皆
満
足
し
ま
し
た
。

パ
ス
は
。
四
号
線
か
ら
四
十
九
号

線
に
移
り
、
阿
武
隈
川
と
阿
武
隈
山

脈
を
越
え
て
平
に
入
り
、
六
号
線
を

走
っ
て
、
県
境
勿
来
の
関
跡
と
、
白

水
阿
弥
陀
堂
、
更
に
、
石
炭
化
石
館

を
見
学
し
ま
し
た
・

夕
刻
鴻
本
温
泉

温
島
屋
に
着
き
一
泊
し
、
夜
は
宴
会

で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
．

第
二
日
Ｎ
、
最
初
の
お
土
産
店
小

名
浜
魚
セ
ン
タ
ー
で
、
み
ん
な
か
新

鮮
な
魚
を
買
い
求
め
．
夕
食
の
お
か

ず
は
海
の
魚
と
．
家
族
の
顔
が
浮
か

ん
で
来
る
よ
う
で
し
た
．

そ
れ
か
ら
、
．二
崎
公
園
の
新
名
所

で
あ
る
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
に
の
ぼ
り
．

太
平
洋
と
小
名
浜
港
を
限
下
に
見
お

ろ
し
．
海
の
広
さ
に
心
も
ま
た
広
く

な
る
思

い
で
し
た
．

そ
の
あ
と
、
塩
屋
崎
に
寄
り
燈
台

を
眺
め
、
歌
手
、
芙
空
ひ
ぱ
り
さ
ん

の
碑
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
．
碑
の

的
に
立
つ
と
、
「
乱
れ
髪
」
の
歌
が

流
れ
、
休
日
と
な
れ
ば
、
東
京
方
面

か
ら
多
数
の
人
か
集
ま
り
、
観
光
の

目
玉
に
な
り
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
．

そ
し
て
．
最
後
の
見
学
地
．
東
京

電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
に
よ
り
、
二
十

世
紀
の
電
気
化
学
の
発
展
を
、
見
た

り
聞
い
た
り
し
て
、
そ
の
偉
大
さ
に

驚
き
ま
し
た
．

帰
り
は
、
六
号
線
か
ら
一
一
五
号

線
を
通
過
し
て
、
公
民
館
に
は
午
後

四
時
半
頃
到
着
し
ま
し
た
．

今
回
の
研
修
旅
行
は
、
先
ず
天
候

に
恵
ま
れ
、
み
ん
な
か
そ
れ
ぞ
れ
見

た
り
聞
い
た
り
し
て
視
野
を
広
め
、

相
互
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
研
修
の

目
的
を
充
分
果
し
た
と
思

い
ま
す
．

Ａ白水阿弥陀雀前で

町内一周駅伝競走大会
○主 伽
Ｏ と　き

○コース

国 見町公 民館

11月ｽ  0 日 ( 日 》 闘会 式9:00 、 スタ ート10: （X）

役場～ 高田 －森 江野 小～ 共同調 塵所～ 光明 寺公

民館～ 大木 戸 小～農 協石 毋田支所 ～農 脇小 坂支

所～ 小坂 小～ 八巻石 材～ 役場　10 区 鐶123.5㎞

○参加 資 格 ・身体強健な町民及び町内の職場に鋤務する

者．ただし．上部団体立録者は除く．
●チーム編成は、地区ならびに職場、職城単
位とする．

○種別と構成

○一般の郎

●男子-･･中学生２名.15 才以卜１ 才未満２名
加代２名、30代２名.40 代以上１名

●女子･･･中学生以．ｈ１名
Ｏ中学生の部

●男子 、女子 （１名以 上）10 名

○職場、職城の部

●20代５名、30代３名、40代以上１名、
女子１名

※コース中、第２区は女子、第10区は40代以上
の走者とする。ただし、中学生の部 第 IO区は
中学生となる。

○参加申込み　10月28 日 (月）まで公民館へ
○監 督 会 議　11月１日（企囗9: ３０～　公民館

行　　事　　予　　定　　表

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事 �月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事

10 �16�

水�・ｆども移動図 耆館（大枝小） ��５�火 �・了･ども移動図耆館（森江野小）

�17�木 �

・中央婦人学級（手編み） �11�６ �水 �・中央婦人学級　　(
電 子レンジ料理、ボランティア活助)

���・子ども移動図魯館（大木戸小） ��７�木 �・子ども移動図書館（大木戸小）

�18�金 �・子育て教室（ 子育ての悩み） �

�８�金 �

・教青講演会（子どもの本と遊び）

�22�火 �・子ども移動図書館（小坂小） ����・子育て教室（子どもの本と避び）

�23�水 �・成人学級研修旅行（銚子市方面 一 泊 2 日） ��10�日 �・町内一周駅伝競走大会

�25�金 �・子育て教室（青児読書） ��13�水 �・子ども移動図書館（大枝小）

�30�水 �・成人.中央婦人学縁合同学習（成人病予防） ��15�金 �・婦人.成人.阿津賀志学級合同学習（町政）

�31�木 �・子ども移動図書館（藤田小１年） �鰤　　 考 ���
子ども移動図書館の活動内容は、本の貸出し
と10月折紙、11月カレンダーづくり



人
形
劇
で

交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ

国
見
町
交
通
安
全
母
の
会
（
安
田

節
子
会
長
）
の
交
通
教
室
は
九
月
六

日
、
十
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
町
内

五
ヵ
所
の
保
育
所
で
行
わ
れ
、
人
形

劇
や
腹
話
術
を
楽
し
み
な
か
ら
交
通

安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

今
年
は
福
島
市
の
飯
坂
町
交
通
安

全
母
の
会
（
佐
藤
和
子
会
艮
）
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
佐
藤
会
長
が
腹
話

術
人
形
「
平
和
太
郎
」
を
使
っ
て
、

信
号
機
や
横
断
歩
道
な
ど
の
交
通
ル

－

ル
を
説
明
。
ま
た
、
お
姫
さ
ま
や

魔
法
使
い
か
登
場
す
る
人
形
劇
も
上

演
さ
れ
、
子
ど
ｔ

た
ち
は
楽
し
く
交

通
ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

中
高
齡
者
健
康
づ
く
り
教
室

開

催

さ

れ

る

主
に
中
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
と

し
た
健
康
づ
く
り
教
室
か
、
九
月
二

十
四
、
二
十
五
日
の
両
日
、
町
体
青

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

陥
島
市
中
央
公
民
館
の
佐
藤
キ
イ

先
生
を
講
師
に
迎
え
、
楽
し
み
な
か

ら
で
き
る
老
化
予
防
の
リ
フ
レ

ブ
ン

Ｊ
体
艇
を
中
心
と
し
た
実
技
に
、
参

加
さ
れ
た
延
べ
百
二
十
人
の
方
々
は
、

快

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
五
日
に
は
保
原
保
健

所
予
防
課
長
の
佐
藤
佐
武
郎
先
生
の

ボ
ケ
予
防
を
中
心
と
し
た
お
話
も
あ

り
、
皆
さ
ん
真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し

た
。

若
い
者
に
は

ま
だ
ま
だ
負
け
ん
！

川

見
町

に
仕

む
運

転
免
許
を

も
っ

高
齢

者
で
組

廠
す

る

『
国

見
町

シ

ル

バ
ー
重
通

安
全
推

辿

隊
』
（
齊
藤

正

笑

隊
長
・

隊
八

‐‐
八
八
名

）
主

催
の

。

第
四

川

ご
輪

駆

安
全
運

転
竸
技
会

は

九
月

卜
七

川
。
桑

折
町

の
県
北
自

動

叺
教
桝

所
で

開
か

れ
ま
し

た
。

晩
技
会

に
参
加

し
た

の
は
、

隊
員

の
う

ち
日
頃

バ
イ

ク
を
愛
川

し
て

い

る
ニ
ト

人

。
廉
高
齢

者
は

八
亅

ご
。蝦

の
志

村
良

Ｌ

さ
ん
で

、
参
加

者
の

聊

均

年
齡

は
じ

卜
二
歳

。
ス
ラ

ロ

ー
ム

な
ど
の
千

エ

。
ク

ボ
イ

ン
ト

が
組
み

込
ま
れ

た
コ

ー
ス

に
挑

む
参

加
者

の

皆

さ
ん
は

、
緊
張

し
な

が

ら
む
見
嘔

な
（

ン
ド

ル
さ

ば
き
を

み
せ
て

い
ま

し

た
。

桑

折
警
察
ｙ

の
星
爪

光
女

通
係
長

ら

が
交
通

ル
ー

ル
の
遵

守
、
技

術
な

ど
を
審
査
し
た
結
果
、
巾
川
忠
蔵
き

ん
（
石
毋
田
尖
）
が
朷
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

準
優
勝
　
佐
藤
市
郎
さ
ん
（
第
一
）

第
三
位
　
八
卷
藤
じ
さ
ん
（
徳
江
北
）

第
四
位
　
遠
藤
企
六
さ
ん
（
鳥
取
）

第
五
位
　
工
不
正
造
さ
ん
（
中
部
）

本
番
に
向
け
て

第
二
、
．二
次
合
宿

「
町

駅
伝
競

走
部

」
の
皆

さ
ん

は
、

ト

ー
月

ニ
ト

四
日

に
開
催
さ

れ
る

第

三
回
市

町
村

対
抗
県

縦
断

駅
伝
競
走

大

会

（
略
称

・
ふ
く

し
ま

駅
伝
）

の

ｈ

位
人

賞
を

め
ぎ
し

、
九
月

七
、

八

日
の
こ

日
川
福

島
巾
商

湯
で

第
二

次

（
口
宿
を

、
ま

た
、
卜
月

十
二

、
十

三

日
に
は

相
馬
ぷ

磯
部
で

第
三
次

合

宿

を
吁

い
ま
し

た
。

合

宿

に
は

、
そ
れ

ぞ
れ
二

十
四
名

の
部
貝

か
参
加

し
、
商

地
ト

レ
ー

ニ

ン
グ
や
砂
浜
で
の
脚
カ
ア

ノ
プ
に
汗

を
流
し
ま
し

た
。

青
空
の
も
と

全
力
疾
走

町
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
（
陸
上
）
交

歓
会
は
九
月
二
十
五
日
、
県
北
中
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
鬨
か
れ
。
町
内
小
学
校

の
六
年
生
全
員
が
参
加
、
自
己
ベ
ス

ト
を
目
指
し
て
力
走
し
ま
し
た
。

町
教
委
、
町
教
育
研
究
会
主
陥
の

こ
の
交
歓
会
で
は
、
酉
に
走
。
四
百

‥
い
リ
レ
ー
な
ど
四
鱸
が
行
わ
れ
、
児

童
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
卜

分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

編
集
日
記

○
今
年
は
、
毎
週
と
い

ゴ
廴
よ
い
ほ

ど
心
配
さ
せ
ら
れ
る
台
風
襲
来
。
全

国
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
収
穫
の
秋
を
迎
え
、
実

り
多
い
秋
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

宛
行
・
　

｀

国
兇
町
企
画
商
Ｔ
‘課

福
鳥
県
伊
達
郡
国
兇
町
人
字
蒔
田
字

．
Ｔ
Ⅲ
．｛
２
の
Ｉ

・

九
六
九

１
一
七
　

魯
一
〇
二
四
五
｝
八
五
Ｉ
．
こ

一
一
（
代
表
）

▲人形劇などで文通ルールを学ぶ(大枝季節保育所)

▲リフレッシュ体操に汗を流す

▲悁●に、慎重に／

▲本番に向けて練習に励む部目の皆さん

あ自己ベストを目指して

わ

だ

い
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